




高ヶ坂 学童保育クラブ

2024年度　利用者満足度調査　結果　

　当法人の学童保育クラブの運営にご理解ご協力いただきまして感謝申し上げます。１２月に実施いた
しましたアンケートの結果をご報告させていただきます。今後も皆様からの声を大切に、よりよい学童
保育クラブの運営に生かしてまいります。

学童保育クラブ名

配布数 回収数 回収率

82 77 93.90%
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⑪ 学童保育クラブに求めること

① お子さんに対する育成支援（保育内

容）について、どの程度満足しています

か？

② お子さんは楽しく学童保育クラブに通

えていると思いますか？

③ 支援員（職員）の対応について、ど

の程度満足していますか？

④ 学童保育クラブとの情報共有につい

て、どの程度満足していますか？

⑤ 学校と学童保育クラブの情報共有に

ついて、どの程度満足していますか？

⑥ 施設の衛生管理について、どの程

度満足していますか？
⑦ 安全・防犯対策について、どの程度

満足していますか？
⑧ 発熱やけがなどの対応について、ど

の程度満足していますか？

⑨ 行事・プログラムについて、どの程

度満足していますか？
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⑩ 通われている学童保育クラブのサー

ビス全般について、どの程度満足してい

ますか？



【高ヶ坂学童保育クラブ 保護者の声】 

 

お忙しい中、コメントをいただきありがとうございました。特に多くの要望をいただ

いた項目についてご回答させていただきます。 

 

【設問５】学校と学童保育クラブの情報共有について、どの程度満足していますか？ 

⇒複数の「わからない」とのご意見や「早退した時に学童へ連絡がいくようになっている

とありがたい」などの意見をいただきました。 

学校と学童保育クラブでは、子どもたち一人ひとりが一日をとおして安全に安心して

生活することができるよう、危険箇所や学校での約束事の共有を始め、友だち関係や体

調面等での情報交換・情報共有も必要に応じ行っております。また、学童保育クラブと

して学校用保護者連絡ツールを登録し、学校発信の情報を受け取ったり、引き渡し訓練

や集団下校等の避難訓練に参加し、学校情報や災害時緊急時に迅速に対応できるよう努

めております。家庭、学校、クラブと環境が変わっても、子どもの生活の連続性の確保

と緊急時に備えた対応ができるよう今後も学校との連携を深めてまいります。 

ご要望をいただいております欠席や早退の情報共有につきましては、学校と学童保育

クラブの管轄が異なるため、確実な連絡方法が整っておりません。お手数ですが、学校

とは別にクラブへの連絡を引き続きお願いいたします。 

 

【設問７】「安全防犯対策について、どの程度満足していますか？」 

⇒「出欠席の確認をしっかりしている」「鍵閉め不審者対策を行っている」との声があ

る一方で「誰でも入れる」「上履きを履かせてほしい」友だち関係での「子どもの安全

を心配している」などの意見をいただきました。 

日頃から安全防犯対策については注力しているところですが、校庭で遊ぶ際は閉門に

留意し校門近くに職員が立ち安全管理に努めています。また、上履きを履かせてほしい

と声をいただきましたが、元気よく開放的になる一面もあり上履きを履かずに過ごして

いる状況がありました。災害緊急時に備え上履きを履くことの周知に努めてまいります。

また、友だちとの関係において、人を不快にしたり傷つけたりする言動に対しては、そ

の言葉や行動の真意、背景にあるものなどにも目を向けるとともに、相手がどう思い感

じるか、自分の気持ちを伝えるにはどうしたらいいか等、適切な言葉や方法を一緒に考

え、誰もが安心して過ごせる環境づくりに努めてまいります。心配事やお子さんの様子

で気になることがありましたら職員までお声がけください。 


